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火災からいのちを
守るために

４つの習慣で
いのちを守る

６つの対策で
いのちを守る

寝たばこは絶対に
しない、させない

コンセントはほこりを清掃
し、不必要なプラグは抜く

ストーブの周
り に 燃 え や す
いものを置かない

こ ん ろ を 使
うときは火の

そばを離れない

１ 火災の発生を防ぐため、ストー
ブやこんろなどは、安全装置の
付いた機器を使う。

５ 高齢者や身体の不自由な人は、
避難経路と避難方法を常に確保
し、備えておく。

４ 火災を小さいうちに消すため、
消火器などを置き、
使い方を確認する。

２ 火災の早期発見のため、住宅用
火災警報器を定期的に点検し、
10 年を目安に交換する。

６

７月６日 (日)
９：00 ～ 12：00

清水消防庁舎１階
消防団待機室

日  時

場  所

防火防災訓練への参加や、戸別
訪問など、地域ぐるみの防火対
策を行う。

心肺蘇生法やＡＥ
Ｄの使い方などの
応 急 手 当 を 学 べ
ま す。 詳 細 は 14
ペ ー ジ を ご 覧 く
ださい。

３ 火災の拡大を防ぐため、部屋を
整理整頓し、寝具・衣類・カーテ
ンは防炎品を使う。

特
集

　
こ
の
件
数
は
、
清
水
町
で
起
き

た
火
災
の
数
で
す
。

　

１
年
で
倍
に
増
え
、
18
件
と
い

う
数
は
、
十
勝
管
内
で
２
番
目
に

大
き
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
原
因
は
、「
た
ば
こ
」、

「
た
き
火
」、「
コ
ン
ロ
」、「
放
火
」、

「
火
入
れ
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
、
人
間
に
よ
る
も
の

で
、
清
水
町
で
の
火
災
も
、
原
因
は
多
数

あ
り
ま
す
が
、
人
間
の
過
失
や
故
意
に
よ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
火
災
を
防
げ
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

今
月
は
、
火
災
か
ら
、い

の
ち
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
９
件

令
和
６
年
度
18
件

　
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
こ

と
は
慣
れ
が
生
じ
、
や
が
て

当
た
り
前
に
な
り
ま
す
。
こ

の
気
の
緩
み
か
ら
、
火
災
は

発
生
し
ま
す
。例
え
ば
…
…

① 

毎
年
、
火
入
れ
を
し
て

い
る
。
い
つ
も
の
場
所
、
い

つ
も
の
範
囲
。
例
年
通
り
で

問
題
な
い
。

② 

い
つ
も
ガ
ス
コ
ン
ロ
で

お
湯
を
沸
か
し
て
い
る
最

中
に
、
洗
濯
も
風
呂
掃
除
も

や
っ
て
い
る
。
毎
日
同
じ
流

れ
で
、
問
題
な
く
こ
な
し
て

い
る
。

③ 

た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、

貯
ま
る
ま
で
捨
て
な
い
。
何

年
も
こ
の
習
慣
で
、
火
災
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
も
し
、
例
年
に
な
い
強
風

が
吹
い
た
ら
？ 

例
年
以
上

に
、
草
木
が
乾
燥
し
て
い

た
ら
？

　
も
し
、
洗
濯
中
に
エ
ラ
ー

が
起
き
て
、
予
想
以
上
に
対

応
で
時
間
が
か
か
っ
た
ら
？

　
も
し
、
吸
い
殻
の
な
か
に

紙
く
ず
が
入
り
込
ん
で
い
て

引
火
し
た
ら
？

　
『
も
し
、』
の
分
だ
け
火
災

に
な
る
リ
ス
ク
が
増
え
、
そ

し
て
現
に
、
清
水
町
で
火
災

と
な
り
、
そ
の
発
生
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、『
も
し
、』
を

考
え
て
、
火
の
用
心
を
心
が

け
る
こ
と
が
、
１
番
の
火
災

予
防
に
な
る
の
で
す
。

日
頃
の

当
た
り
前
が
…
…

『
も
し
、』の
分
だ
け

 

火
災
リ
ス
ク
が
増
加

普通救命講習Ⅰを開催します
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火災からまちを守る

人の命を助けることに憧れて――

災害の少ない笑顔あふれる町に ――

清水町では、消防隊員や消防団員のみなさんが、火災からまちを守ってくれています。

自身の職業として、地域を守ることを選んだ消防隊員のみなさん。

本業を持ちながら、消防隊員と一緒に地域を守っている消防団員のみなさん。

どのような想いで、火災からまちを守ることに向き合っているのかを、お聞きしてきました。

記念式典と同日に行われた清水消防団演習 秋島 清水消防団長・赤堀 御影消防団長

５月30日には「清水消防団創設 110 周年記念式典」を開催

清水消防団長
秋島  雅彦さん

御影消防団長
赤堀  浩二さん

清水消防署庶務１係長
平方  勝さん

　清水消防団は毎月１日と15日の13時から、

御影消防団は毎月１日６時と 15 日 19 時から、

それぞれの地域で定期訓練を行っています。

　主には、万が一の火災に備えて放水する訓

練や、消防車の機械器具点検などを行います。

消防団は火災があれば出動するので、団員全

員が普段から懸命に訓練しています。

　火災のときに人手が必要な場合、地域の消

防団は無くてはならない存在だと、わたした

ちは思っています。しかしながら、少子化に

伴い、両団ともに団員が減っています。少し

でも消防団に興味がある人を探していますの

で、地域の安全安心のため、町民のみなさん

にはご協力をいただけたらと思います。

　また、地域の消防団として、町民のみなさ

んには、火災への意識を高めて、日々を過ご

してもらいたいです。

　

消
防
職
員
の
使
命
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
こ
と
で
す
。
出
動
現
場
で
は
一
分

一
秒
を
争
う
緊
迫
し
た
状
況
に
直
面

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
と
大
切
な
家
族
、
財
産
を
守
れ
る

よ
う
、
日
々
訓
練
に
励
み
、
消
防
団

や
近
隣
消
防
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

清
水
町
は
、
町
の
規
模
か
ら
す
る

と
火
災
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
防

ぎ
よ
う
の
な
い
災
害
も
あ
り
ま
す
が
、

不
注
意
な
ど
の
人
的
要
因
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。
自
分
や
家
族
、
財
産

を
守
る
た
め
、み
な
さ
ん
に
「
安
全
」

の
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害

の
少
な
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
な
れ

ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
消
防
士
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
、
人
の
命
を
救
う
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

消
防
士
は
誰
よ
り
も
早
く
現
場
に
駆

け
付
け
、
人
の
命
を
助
け
る
仕
事
で

す
。
自
分
の
命
を
懸
け
て
人
の
命
を

助
け
る
こ
と
に
憧
れ
て
、
消
防
士
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
清
水
町
で
育
ち

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
次
は

わ
た
し
が
清
水
町
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
今
年
４
月
に
清
水

消
防
署
に
入
り
ま
し
た
。
ま
だ
仕
事

に
慣
れ
ず
、
消
防
士
と
し
て
半
人
前

で
す
が
、
経
験
し
た
こ
と
を
た
く
さ

ん
吸
収
し
て
、
地
元
の
清
水
町
民
の

み
な
さ
ん
に
安
心
と
安
全
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

職場の先輩から消防
団についてお聞きし
て、共助を実践して
いる方々だと感じま
した。自分自身も災
害に備えることを学

びたいと思って入団しました。日々の仕事も
しながら時間を作って訓練していますが、い
ざというときのために、訓練は欠かせないも
のだと感じます。今年入団したばかりなの
で、先輩団員の姿を見習っていきたいです。

消防団員は、本業を持ちながら、地域の火災や
災害時に駆け付け、消防隊員と一緒に地域を
守っています。清水消防団は 42 名、御影消防団
は 34 名の 20 ～ 60 歳代が活動しています。町に
居住または勤務する 18 歳以上の人の応募をお
待ちしています。あなたも地域を守る一員に加
わりませんか？

地域の消防団は、
無くてはならない存在

地域を守る一員になりたいと思ったあなたへ ――

消防団員を募集しています‼

　 清水消防署庶務１・２係  ☎ 62・2519
　 御影分遣所  ☎ 63・2212
問

増永 竜弥さん
御影消防団

清水消防署警防１係員
佐々木  舜さん
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清水中学校体育祭清水中学校体育祭
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まちのできごとはＳＮＳでも公開中 Machi Photo まちフォト

クリアロード株式会社
地域貢献活動を実施

第 19 回清水町
クリーン・デー

　５月７日、クリアロード株
式会社 ( 町内／代表取締役 忍
穂良明さん ) が、神居鉄南通
線 ( 町道第３線道路 ) の清掃、
雨
う す い ま す

水桝の清掃作業を実施しま
した。町内道路の環境整備に
貢献されたため、礼状が贈ら
れました。

　５月 10 日、第 19 回清水町
クリーン・デー ( 町・町衛生
組合主催 ) が開催されました。
環境美化や不法投棄防止の目
的で開催され、町内団体をは
じめとする町民約 130 名が参
加。清水羽帯間道路 ( 旧国道 )
で清掃活動が行われました。

　５月８日、しみず認定こど
も園でジャガイモ植えが行
われました。清水高校３年生
18 名が同園を訪問し、園児た
ちにジャガイモの植え方を教
えました。同じ地域で過ごす
園児と高校生の交流の場とし
て、毎年行われています。

しみず認定こども園で
ジャガイモ植え

田村建設株式会社へ
感謝状贈呈

養豚振興会が
豚肉 30 ㎏を無償提供

　５月 19 日、田村建設株式会
社 ( 町内／代表取締役 田村敏
裕さん ) に社会貢献活動への
感謝状を贈呈しました。同社
は、清水小・中学校、しみず認
定こども園のグラウンド転圧
作業を実施し、教育環境の整
備に貢献されました。

　５月 21 日、清水町養豚振興
会が給食センターへ豚肉 30
㎏を無償提供しました。無償
提供された豚肉は、ガーリッ
クライスに調理され、町内の
小・中学生たちは、給食とし
て地元で生産された豚肉を味
わいました。

　５月 21 日、町ハーモニープ
ラ ザ で、2025 赤 十 字 フ ェ ス
ティバル公開講座が開催。町
の地域包括ケアシステムの構
築に向けた講演や、清水赤十
字病院作業療法士によるリハ
ビリ活用法セミナーなどが行
われました。

2025 赤十字
フェスティバル公開講座

チャレンジクラブ前期第１回
小学生 15 名が折り紙にチャレンジ
　５月 17 日、チャレンジクラブ前期第１回を
実施しました。小学生 15 名とボランティア
の清水高校生５名が参加し、ビンゴを使った
自己紹介と折り紙にチャレンジ‼ 仲間と一緒
にツルや紙飛行機を折り、最後は外で紙飛行
機を飛ばしました。子どもたちが折った紙飛行
機は、青空のなかをぐんぐん飛んでいきました。 ©NHK

御影地区で春の風物詩
御影公園桜まつり
　５月 11 日、御影公園桜まつりが開催され、
町民約 200 名が御影公園を訪れました。参加
者は、町内会や家族ごとに炭を囲み、焼き肉
やビンゴゲームなどを通して交流を深めまし
た。今年は、地域清掃を終えた清水・御影中
学校アイスホッケー部員も参加し、大人から
子どもまで多くの町民でにぎわいました。

　５月 19 日、町行政相談委員の横山美貴子さ
んに北海道管区行政評価局地域総括評価官感
謝状が贈呈されました。この感謝状は、地域
住民の行政に関する困りごと解決のために尽
力している委員に贈られ、横山さんは「みな
さんのお役に立てていたらうれしい。今後も
お気軽にご相談ください」と話されました。

北海道管区行政評価局地域総括評価官感謝状
行政相談委員 横山美貴子さんへ贈呈
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まちのできごとはＳＮＳでも公開中 Machi Photo まちフォト

　５月 26 日、町内団体などの協力により、町
内の花壇へ花植えが行われました。町衛生組
合・町まちづくり推進協議会は十勝清水駅前
花壇、町商工会女性部はハーモニープラザ前
花壇、清水高校生は本通り花壇を担当し、マ
リーゴールド・ベコニア・バーベナ・ブルー
サルビアなどの花で街並みを彩りました。

色とりどりの花で街中の景観づくり
町内の花壇へ花植え

株式会社牧野電気へ
感謝状贈呈

令和７年度
御影消防団演習

　５月 22 日、株式会社牧野電
気 ( 町内／代表取締役 牧野詔
康さん ) から、現金 300 万円
が寄付され、感謝状を贈呈し
ました。寄付金は児童福祉環
境の充実のため、しみず認定
こども園の遊具などの整備費
用として活用します。

　５月 24 日、御影公園多目的
広場で、令和７年度御影消防
団演習が開催されました。同
団員による、息のそろった小
隊訓練、火災現場を想定した
ポンプ操法や一斉放水、分列
行進が行われ、併せて勤続表
彰などが行われました。

　５月 24 日、清水赤十字病院
で、2025 赤十字フェスティバ
ルが開催。院内では、お薬分
包機体験や折り紙体験などが
行われ、外では赤十字奉仕団
によるハイゼックス ( 災害用
炊飯袋 ) を用いたカレーの炊
き出しが行われました。

2025 赤十字
フェスティバル

助川塗装店へ
感謝状贈呈

清水高校で
サツマイモ植え

　５月 26 日、助川塗装 ( 町内
／代表 助川義春さん ) に社会
貢献活動への感謝状を贈呈し
ました。同社は、５月19日に、
本通公園遊具の塗装等作業活
動を行い、町内公園施設の維
持と環境の美化に貢献されま
した。

　５月 29 日、しみず認定こ
ども園の園児が清水高校を訪
れ、サツマイモを植えました。
同校３年生の鈴木煌大さんは

「これから僕たちが一生懸命
育てて、秋に大きいサツマイ
モを一緒に収穫したいです」
と話されました。

　５月 27 日、町蔬
そ さ い

菜振興会
アスパラ部会が、町内こども
園にアスパラガス８㎏を無償
提供しました。園児たちは給
食で、清水産野菜のチキンカ
レー・コールスローサラダと
して地元の新鮮な野菜を味わ
いました。

蔬
そ さ い

菜振興会が
アスパラガスを無償提供

全道から個性あふれる陶芸品が集結
十勝清水やきもの市
　５月 24 日から 25 日、町文化センターホワ
イエで、十勝清水やきもの市が開催されまし
た。全道各地から 27 の窯元が集結し、来場者
は「今年も素敵な１点ものとの出会いがあり
ました！」と話されました。また、牛乳・砂糖
の消費拡大への取り組みとして、牛乳とどら
焼きが来場者に配られました。
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金澤　 里子さん
黒坂　 征弘さん
矢野 萬喜子さん
高橋　 亮仁さん
田村  トシコさん
澤田　 順子さん

若松
公苑東町
中羽帯
新栄
東和
郷愛

宇
野
忠
義

宇
野
映
子

藤
原
静
子

大
石
　
尚

安
済
哲
子

田
村
徳
子

村
谷
三
恵

橋
本
佳
代
子

卒
寿
ま
で
生
か
さ
れ
お
れ
ば
吾
が
体か

ら
だ 

息
子
に
託
し
余
生
た
の
し
む

北
国
の
桜
の
開
花
の
ニ
ュ
ー
ス
あ
り

心
が
踊
る
春
が
大
好
き

彼
岸
な
か
花
を
見
づ
し
て
妹
よ

星
空
の
果
て
に
旅
立
ち
て
ゆ
き

ぽ
つ
ぽ
つ
と
窓
に
雨
つ
ぶ
張
り
つ
い
て

生
き
物
達
の
潤
う
ま
で
に

月
ま
る
く
弥
生
に
逝
き
し
友
の
影

西
の
夜
空
に
微ほ

ほ
え
み笑

の
こ
し

春
う
ら
ら
ツ
ツ
ジ
水
仙
咲
き
初
む

「
ニ
ジ
イ
ロ
」と
い
う
蝶
も
舞
い
た
り

な
る
が
ま
ゝ
な
さ
れ
る
ま
ゝ
に
今
日
も
暮
れ

春
日
の
窓
に
月
は
う
っ
す
ら

妹
は
母
の
記
憶
の
無
き
ま
ゝ
に

吾
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
く
れ
し
母
の
日

哀 悼 / Condolences

Mayor's  Diary

町 日長 記

　
５
月
19
日
か
ら
、
町
職

員
と
の
個
別
面
談
が
ス

タ
ー
ト
！

　
１
日
に
４
～
５
人
、
15

分
ず
つ
、
３
か
月
か
け
て

全
職
員
と
向
き
合
う
予
定

で
す
。
普
段
な
か
な
か
聞

け
な
い
思
い
や
ア
イ
デ
ア

に
ふ
れ
、
毎
日
が
発
見
の

連
続
で
す
！

　
写
真
は
、
札
幌
市
で
の

高
速
道
路
要
望
活
動
の
合

間
に
、
台
北
駐
日
経
済
文

化
代
表
処
・
粘
処
長
を
表

敬
訪
問
し
た
と
き
の
一
枚

で
す
。

　
地
域
間
の
経
済
交
流
や

観
光
振
興
に
つ
い
て
、
有

意
義
な
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。

戸 の籍 窓 口 　町民生活課戸籍住民係
　☎62・1151
問

Creation
Station

玲
瓏
短
歌
会
よ
り
短
歌
の
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

町の内外での対話を大切に、
一歩ずつ前へ。

６月 17 日から 30 日までの期間、セブン－イ
レブンで行われる「北海道うまいもの大集
合」フェアの対象商品に、清水町の特産品が
使われています！ ぜひお楽しみに！

吉田　羽伶ちゃん ( 哲朗さん ・ 未帆さん ) 若松
武田　希愛ちゃん ( 綾人さん ・ 沙希さん ) 太平
澁谷　　信ちゃん ( 邦広さん ・ 由美さん ) 新栄
北村　大耕ちゃん ( 雄さん ・ 由貴子さん ) ホクレン
中野　　隼ちゃん ( 裕貴さん ・ 友梨さん ) 若松
細田 想那大ちゃん ( 侑大さん・ 実里さん ) 日の出２
石橋　　宝ちゃん ( 祐仁さん・まり子さん ) 北３条
岩野　果和ちゃん ( 晃基さん・ひかりさん ) 日清

誕 生 / Birth

結 婚 / Marriage

太田  希さん ♡ 名波  史穏さん（日光）

【 表１：一般会計 歳入 ( 収入 ) 】 （単位：万円）
項　　目 予算現額 収入済額 収入率

自
主
財
源

町 税 13億 7,672 13億 4,319 97.6%
分担金・負担金 １億 2,186 7,484 61.4%
使用料・手数料 ４億 1,231 ２億 6,358 63.9%
繰 入 金 ９億 7,376 ２億 5,000 25.7%
繰 越 金 １億 4,186 １億 4,186 100%
諸 収 入 １億 2,895 １億 2,127 94.0%
財産収入ほか ５億 1,496 ４億 9,529 96.1%
小 　 計 36億 7,042 26億 9,003 73.3%

依
存
財
源

地方譲与税 ２億    898 １億 3,775 65.9%
地方交付税 38億 7,457 38億 7,457 100%
国庫支出金 ６億 9,140 ５億 5,160 79.8%
道支出金 ６億 1,595 ３億 2,487 52.7%
町　　債 ５億 6,356 0 0%
そ  の  他 ３億 6,503 ３億 3,960 93.0%
小 　 計 63億 1,949 52億 2,839 82.7%

合　　計 99億 8,991 79億 1,842 79.3%

【 表２：一般会計 歳出 ( 支出 ) 】 （単位：万円）
項　　目 予算現額 支出済額 執行率

議　会　費 8,352 8,247 98.7%
総　務　費 10億 7,544 ８億 2,551 76.8%
民　生　費 19億    666 16億 1,634 84.8%
衛　生　費 ８億 6,232 ７億 5,748 87.8%
労　働　費 1,044 962 92.1%
農 林 業 費 11億 8,915 10億 7,305 90.2%
商　工　費 ２億    301 １億 7,063 84.1%
土　木　費 10億 8,878 10億    582 92.4%
消　防　費 ３億    599 ２億 9,611 96.8%
教　育　費 11億 2,043 10億 1,707 90.8%
災害復旧費 １ １ 100%
公　債　費 12億 8,157 12億 8,057 99.9%
諸 支 出 金 ８億 5,373 １億 5,852 18.6%
予　備　費 886 － －
合　　計 99億 8,991 82億 9,320 83.0%

【 表３：特別会計 歳入・歳出 】 （単位：万円）

区 　 　 分 予算現額
歳 　 入 歳 　 出

収入済額（収入率） 支出済額（執行率）
国 民 健 康 保 険 12億 9,792 11億 6,657  (89.9%) 12億 3,365  (95.0%)
後期高齢者医療保険 ２億    946 ２億    841  (99.5%) １億 9,938  (95.2%)
介  護  保  険 12億 6,126 11億 2,311  (89.0%) 10億 9,797  (87.1%)

合 　 　 計 27億 6,864 24億 9,809 (90.2%) 25億 3,100 (91.4%)

予算の執行状況をお知らせします
町の財政がどのように運営されているのかを知ってもらうため、予算執行状況
を年２回公表しています。今月号は令和６年度下半期 (10月１日～３月31日)の
執行状況をお知らせします。 総務課財政係 ☎ 62-2111問

【 表４：企業会計 収入・支出 】 （単位：万円）

区　　　分
収　入 支　出

予算額 収入済額（収入率） 予算額 支出済額（執行率）

水 道 事 業 会 計
収益的収支 ２億 6,455 ２億 7,560  (104.2%) ２億 5,931 ２億 5,332  (97.7%)
資本的収支 8,822 8,822  (100.0%) １億 7,756 １億 7,508  (98.6%)

下水道事業会計
収益的収支 ３億 1,410 ３億 2,618  (103.8%) ３億 5,135 ３億 3,662  (95.8%)
資本的収支 １億 6,503 １億 6,503  (100.0%)  ２億 3,913 ２億 3,403  (97.9%)

※ 一般会計、特別会計の収入と支出は、５月 31 日までに出納整理を行うため、最終的な数値ではありません。

　

特
別
会
計
は
、国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
な
ど
、一
般
会
計
と
区
分
し
た
管
理
が
必

要
な
会
計
で
す
。
本
町
に
は
特
別
会
計
が
３

つ
あ
り
、執
行
状
況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

町
債
残
高
は
、
１
０
４
億
７
，６
３
４
万

円
で
、前
年
同
期
よ
り
６
億
８
，１
２
９
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、基
金
残
高
は

44
億
９
，０
４
１
万
円
で
、前
年
同
期
よ
り
１
，

５
４
２
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　

企
業
会
計
は
、水
道
や
下
水
道
な
ど
利
用

料
金
の
収
入
で
運
営
し
て
い
る
事
業
の
会
計

で
す
。
執
行
状
況
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

企
業
会
計

町
債
・
基
金

　

当
初
予
算
に
令
和
５
年
度
か
ら
の
繰
越
予

算
額
と
補
正
予
算
額
を
反
映
さ
せ
た
３
月
末

現
在
の
予
算
額
は
99
億
８
，９
９
１
万
円
、

執
行
状
況
は
、表
１
・
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
収
入
率
は
79
・
３
％
、執
行
率
は
83
％
で
す
。

そ
の
理
由
は
、令
和
７
年
５
月
末
ま
で
の
間

(
出
納
閉
鎖
期
間)

に
執
行
さ
れ
る
も
の
や
、

令
和
７
年
度
に
予
算
を
繰
越
し
て
執
行
す
る

額
が
あ
る
た
め
で
す
。

一
般
会
計

下半期の主な事業

● 除雪作業車両購入事業
　7,250万円

●� 北斗橋修繕工事
　6,310万円

● �西都団地建設事業
　6,193万円 

Ｎ WＥ Ｓ
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Event

さんさんカフェ７月
町内飲食店で行うサロンです。特別メ
ニューと交流イベントが楽しめますの
で、お気軽にご参加ください。65 
歳以上の人には各店で使える割
引券をお配りしています。

町民 500 円（税込） 各店 10 名
前日までに各店連絡先へ電話
保健福祉課在宅支援係  ☎ 69・2233

対象 料金 定員

申込

問

連絡先 ▶ 本通５丁目３  ☎ 67・9430

連絡先 ▶ 御影東１条２丁目 17  ☎ 67・7711

11日（金）11：30 ～ 13：30

18日（金）14：00 ～ 15：00

清水焙煎珈琲

ふるカフェ カマクラヤ

連絡先 ▶ 南１条３丁目２  ☎ 62・2592
17日（木）13：00 ～ 14：00

パーラー樹

イ ベ ン トイ ベ ン ト ＆＆ 講 座 紹 介講 座 紹 介
毎 月 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト や 講 座 を 開 催 し て い ま す‼ ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い‼毎 月 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト や 講 座 を 開 催 し て い ま す‼ ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い‼

Event

教科書展示会
６月 30日（月）～７月 13日（日）
９：00 ～ 22：00
小学校・中学校・高等学校用教科書の見
本の展示を行います。
小学校：現在使用している教科書
中学校：現在使用している教科書
高等学校：令和６年度展示本の再展示

問 学校教育課学校教育係 ☎ 62・5138

※初日は 13 時から

会場 文化センターホワイエ

Event

村上俊彦油彩画展
　　　　　～令和の作品たち～
７月 18 日（金）～ 23 日（水）
９：00 ～ 18：00
十 勝 管 内 で 美 術 教 師 と し て 40 年 間 勤
め、太平洋美術会を中心に活躍してい
る村上俊彦さんが、令和に描いた十勝
の風景画の作品展を開催します。

無料
社会教育課社会教育係  ☎ 62・5115

料金
問

食生活をより豊かにするための料理教室
を開催します。教室は、町内会単位で行
います。町内会でのイベントと
しても、ぜひご活用ください。

料金

問

日時 希望日をお伝えください

希望日の１か月前までに問合せ先へ電話

200 円

保健福祉課健康推進係 ☎ 67・7320
申込

食生活改善教室
Event

持ち物 エプロン・三角巾・筆記用具

会場 保健福祉センター

メニュー からだが喜ぶ！お野菜たっぷりごはん

くらしの情報 Information

で
の
対
応
も
可
能
で
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
先
へ
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
程　
７
月
9
日(

水)

●
リ
モ
ー
ト
申
込
期
限

　

７
月
２
日(

水)

　

企
画
課
広
報
広
聴
係

　

☎
62
・
２
１
１
４

　

令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
試
験
案
内
は

７
月
１
日（
火
）か
ら
、
と
か
ち
広
域

消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署

で
配
布
予
定
の
ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消

防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

●
受
験
区
分　
高
校
卒

※
試
験
日
程
・
採
用
人
数
な
ど
は
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
か
ち
広
域
消
防
局

　

総
務
課
人
事
給
与
係

　

☎
０
１
５
５
・
26
・
９
１
２
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
で
は
、

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
、
同
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
１
５
５
・
23
・
８
７
１
８

　

無
償
で
あ
げ
た
い
・
ゆ
ず
っ
て
欲
し

い
も
の
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

受
け
渡
し
は
当
人
同
士
で
の
や
り
と

り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

・
将
棋
盤
、
将
棋
駒

・
麻
雀
牌
、
麻
雀
マ
ッ
ト

　

企
画
課
広
報
広
聴
係

　

☎
62
・
２
１
１
４

　

町
政
へ
の
要
望
な
ど
、
町
長
と
直
接

お
話
し
で
き
ま
す
。
電
話
、
リ
モ
ー
ト

に
関
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
人
を
特
に
歓

迎
し
ま
す
。

●
定
員　
５
人

●
任
期　
今
年
度
末
ま
で

●
謝
礼　
無
償

●
選
考
方
法　
申
込
順

●
そ
の
他　

　

編
集
協
力
員
に
は
発
刊
後
の
文
芸
し

み
ず
を
１
冊
寄
贈
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

　

☎
62
・
５
１
１
５

　

文
芸
し
み
ず
は
編
集
協
力
員
の
協
力

を
い
た
だ
き
毎
年
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
役
割
は
編
集
方
針
や
発
刊
方
法

の
検
討
、
原
稿
の
校
正
や
割
り
付
け
で

す
。

　

文
芸
誌
や
本
町
の
文
化
に
関
心
の
あ

る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

創
作
、
随
筆
、
短
歌
等
の
ジ
ャ
ン
ル

問

募
集

清水町表彰者選考委員会委員

内　　容 町が行う表彰の被表彰者の選考について、
町長の諮問に応じ、審査します。

応募資格
・町内に住所を有する18歳以上の人
・町が設置する他の審議会等の委員でない人
・町の議会議員または職員でない人

募集人員 ２名
任　　期 令和７年度の被表彰者を選考するまで
報　　酬 町の規定により支給します

委員会開催 年１回程度（会議は平日の日中を予定）
募集期間 ６月16日（月）～７月18日（金）

選　考 応募の動機や選考基準を基に選考委員会で
選考します

申込

応募用紙に必要事項を記入し、持参、もしく
は郵送してください。応募用紙は役場総務課
行政管理係、御影支所に備え付けのものをご
利用いただくか、町ホームページからダウン
ロードしてください。

応募先 〒089-0192　清水町南４条２丁目２番地
清水町役場総務課行政管理係（0156-62-2111）

自
衛
官

問
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

７月６日（日） ９：00 ～ 12：00

Lecture

普通救命講習Ⅰ

普通救命講習Ⅰでは、下記の応急手当の方
法について学べます。ご家族や身近な人の
万が一に対応するためにも、みなさんの受
講をお待ちしています。
 ● 成人に対する心肺蘇生法
 ● ＡＥＤの使用方法
 ● 異物除去法や止血法

会場 清水消防庁舎１階 消防団待機室
町民 ( 中学生以上 )対象

申込
動きやすい服装
７月４日 ( 金 )までに問合せ先へ電話

持ち物

無料

清水消防署 救急係  ☎ 62・2519

料金

問

10名定員

ホームページあ
げ
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

令
和
７
年
度

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験（
後
期
）

問問
ホームページ

「
文
芸
し
み
ず
」編
集
協
力
員

問

※ 21 日（金）は休館日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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名
遣
い
、
難
読
漢
字
に
は
ル
ビ
を
ふ

っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限　
７
月
25
日（
金
）

●�

作
品
提
出
先

　　

〒
０
８
９
‐
０
１
１
１

　

清
水
町
南
３
条
３
丁
目
１
番
地

　

清
水
町
文
化
セ
ン
タ
ー

   

FAX 

62
・
６
３
３
３

　
　

skyoiku@
tow

n.shim
izu.　

　

　
　

hokkaido.jp

　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

　

☎
62
・
５
１
１
５

　
御
影
郵
便
局
で
は
、
６
月
23
日
（
月
）

か
ら
窓
口
休
止
時
間
帯
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
客
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
窓
口
休
止
時
間

　

12
時
30
分
～
13
時
30
分

※
土
曜
・
日
曜
・
休
日
は
営
業
し
て
お

　

り
ま
せ
ん
。
ま
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
扱
時

　
毎
年
発
刊
し
て
い
る「
文
芸
し
み
ず
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
人
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

の
で
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
作
品

・
創
作
作
品
（
戯
曲
、
小
説
等
）

　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
50
枚
以
内

・�

評
論
、
随
想
、
エ
ッ
セ
イ
等

　

同
20
枚
以
内

・
旅
行
記
（
紀
行
、
記
録
）
等

　

同
30
枚
以
内

・
郷
土
史
、
歴
史
、
戦
後
80
年

　

同
20
枚
以
内

・
短
歌　
５
首
以
内

・
俳
句
、
川
柳　

10
句
以
内

・
詩　

40
行
以
内

・�

そ
の
他
文
芸
作
品

　

原
稿
用
紙
20
枚
以
内

●�

今
年
度
の
特
集
テ
ー
マ

　
「
地
元
～
ふ
る
さ
と
～
」

●
応
募
上
の
注
意

・
応
募
原
稿
１
行
目
に
題
名
、
２
行
目

　

に
氏
名
か
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
最
終
ペ
ー

　

ジ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
本
名
・
電

　

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
以
外
は
現
代
仮

　

間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

御
影
郵
便
局
☎
63
・
２
１
２
０

　

釧
路
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
、

日
頃
の
悩
み
や
お
困
り
ご
と
に
、
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

　

７
月
22
日（
火
）13
時
～
16
時

●
会
場　
町
民
相
談
室
２

●
定
員　
６
人

●
申
込
期
限　
７
月
18
日（
金
）16
時

●
そ
の
他

・
相
談
を
担
当
す
る
弁
護
士
が
利
害
関  

　

係
を
有
す
る
た
め
、
相
談
を
お
受
け

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
ご
都
合
が
合
わ
な
い
人
は
近
隣

　

地
域
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。
詳

　
し
い
日
時
は
予
約
窓
口
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　

☎
０
１
５
５
・
66
・
４
８
７
７

　

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
に
は
、
確
実
で
安
心
な
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
納
期
内

の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、
問
い
合
わ

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
納
期
限　
６
月
30
日（
月
）

・
町
道
民
税（
第
１
期
）

　

税
務
課
納
税
係
☎
62
・
１
１
５
２

　
計
量
器
（
は
か
り
）
を
商
店
・
病
院
・

事
業
所
な
ど
で
取
引
や
証
明
上
に
使
用

す
る
場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
2
年
に

１
度
北
海
道
知
事
が
実
施
す
る
定
期
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
検
査
日
程

　

７
月
16
日（
水
）～
17
日（
木
）

●
そ
の
他

・
前
回
検
査
受
検
者
、
前
回
検
査
免
除

　

と
な
っ
た
受
験
者
に
は
、
検
査
日
時

　

や
検
査
場
所
を
記
載
し
た
案
内
は
が

　

き
を
後
日
郵
送
し
ま
す
。

・
今
回
の
検
査
で
新
規
に
受
験
が
必
要

　

な
人
は
、
6
月
27
日（
金
）ま
で
に

　
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
62
・
１
１
５
６

　

「
文
芸
し
み
ず
」作
品

問
　

外
国
人
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に

雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら

　

れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ

　
さ
い
。

②
外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ

　

い
。

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を

　
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

・
標
語
「
知
っ
て
、
守
っ
て
、
み
ん
な

　

で
活
躍
～
外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル
を

　

守
っ
て
適
正
に
～
」

　

北
海
道
労
働
局

　

職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

　

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
さ
れ
て

い
る
外
国
規
格
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
の
無
線
機

器
は
、
電
波
法
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
国
内
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
使
用
す
る
と
、
テ
レ
ビ
や
重
要
な

無
線
通
信
に
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が

　

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
火
災
予

防
条
例
で
は
、
空
地
及
び
空
家
の
所
有

者
・
管
理
者
・
占
有
者
は
、
火
災
予
防

上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
地
や
空
家
で
発
生
し
た
火
災
は
、

発
見
が
遅
れ
、
周
囲
の
住
宅
な
ど
に
延

焼
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
管
理
に
つ

い
て
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
空
地
の
管
理
に
つ
い
て

・
雑
草
や
枯
草
は
刈
り
取
る
か
、
土
砂

　

な
ど
で
埋
め
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の（
木
く
ず
、
紙
く

　

ず
な
ど
）
は
、
そ
の
場
に
放
置
し
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
空
家
の
管
理
に
つ
い
て

・
ド
ア
や
窓
な
ど
を
施
錠
し
、
侵
入
防

　

止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
や
電
気
は
確
実
に
遮
断
し
、
危

　

険
物（
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）は

　

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

●
放
火
対
策
に
つ
い
て

・
所
有
者
、
管
理
者
ま
た
は
占
有
者
は

　

管
理
意
識
を
高
め
巡
回
な
ど
を
実
施

　
し
ま
し
ょ
う
。

　

清
水
消
防
署
予
防
係

　

☎
62
・
２
５
１
９

　
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
の
定
期
点
検
整

備
の
た
め
、
７
月
21
日（
月
）は
休
館

日
で
す
。
ご
み
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
62
・
１
１
５
１

　

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
く
り
り
ん

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
５
５
・
37
・
３
５
５
０

　

帯
広
児
童
相
談
所
に
よ
る
「
巡
回
児

童
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

療
育
手
帳
の
更
新
な
ど
で
児
童
相
談

所
に
来
所
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
と

保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
相
談

を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
28
日
（
木
）

●
会
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

●
対
象　
18
歳
未
満
の
児
童
と
保
護
者

●
料
金　
無
料　
　

●
定
員　
２
名

●
持
ち
物　
療
育
手
帳
、
母
子
手
帳

●
申
込
期
限　
７
月
11
日
（
金
）

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
69
・
２
２
２
６

あ
り
ま
す
。

　
無
線
機
器
を
購
入
の
際
に
は
必
ず
、「
技

術
基
準
適
合
証
明
の
マ
ー
ク　
　

」
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

☎
０
１
１
・
７
３
７
・
０
０
９
９

　

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会
と
相
続
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
26
日
（
土
）

・
相
続
登
記
相
談
会

　

10
時
～
16
時
20
分
（
各
回
40
分
）

・
相
続
セ
ミ
ナ
ー

　

１
回
目　

10
時
～
11
時

　

２
回
目　

14
時
～
15
時

●
会
場

　

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
（
帯
広
市
東
５
条
南
９
丁
目
1
番
地
）

●
定
員　

　
相
談
会
40
組
、
セ
ミ
ナ
ー
各
24
名

●
料
金　
無
料（
予
約
制
）

　

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　

☎
０
１
５
５
・
24
・
５
８
３
７

お
知
ら
せ

問

問

６
月
は「
外
国
人
雇
用
啓
発
月
間
」

で
す

知
っ
て
ま
す
か
？
技
適
マ
ー
ク　

令
和
７
年
度
司
法
書
士
無
料
相
続

登
記
相
談
会
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー

問

ホームページ御
影
郵
便
局　
昼
時
間
帯
の
窓
口

休
止
の
お
知
ら
せ

問
釧
路
弁
護
士
会

お
な
や
み
ご
と
相
談

問
納
税
だ
よ
り

特
定
計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査

の
実
施
に
つ
い
て

問

空
地
・
空
家
の
管
理
と
放
火
対
策

問

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
休
館
日

問 問

巡
回
児
童
相
談

問
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子
育
て
支
援
課
児
童
保
育
係

　

☎
69
・
２
２
２
６

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

　
な
い
人
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
使
用
し
て
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
人

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
資
格
確
認
書

を
７
月
下
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
ま

た
は
資
格
確
認
書
と
交
換
し
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
未
満
の
人
で
限
度
額
適

用
認
定
証
を
現
在
お
持
ち
の
人
で
、
８

月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
必
要
と
な
る

場
合
は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。（
医

療
費
が
高
額
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
場

合
な
ど
）

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

　
医
療
機
関
等
を
受
診
で
き
る
人

　

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
７
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
や
喪
失

　

に
は
届
出
が
必
要
で
す
。
該
当
と
な

　

北
海
道
で
は
、
子
育
て
に
や
さ
し
い

環
境
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
家
族
で

外
出
す
る
際
に
、
協
賛
店
舗
で
特
典
カ

ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
賛

事
業
者
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
（
割
引
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
取
組

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
道
内
に
お
住
ま
い
の
妊

娠
中
の
人
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
い
る
世
帯
を
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
し
た
後
、
最
初
の
３

月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
お
子
さ
ん

の
い
る
世
帯
に
ま
で
対
象
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

※
対
象
範
囲
や
特
典
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い 

　
て
は
、
協
賛
店
舗
に
よ
り
異
な
り
ま

　
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
典
カ
ー
ド
は
、
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
御
影
支
所
に
て
７
月
１
日
（
火
）

か
ら
配
布
予
定
で
す
。

　

配
布
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
が
分
か
る
も
の（
健
康
保
険

証
等
）
を
持
参
の
上
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

　

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

※
令
和
８
年
度
～
11
年
度
の
対
象
者
は

　

①
と
③
で
す
。
令
和
12
年
度
以
降
は

　

接
種
日
に
満
65
歳
の
人
の
み
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

●
料
金

・
生
ワ
ク
チ
ン　

３
，１
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　

1
回　

１
１
，０
０
０
円

　
（
2
回
接
種
が
必
要
）

※
い
ず
れ
か
一
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
選
択

　
し
て
接
種

●
申
込

　

接
種
医
療
機
関
に
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

・
清
水
赤
十
字
病
院
（
組
換
え
ワ
ク
チ

　

ン
の
み
）
☎
62
・
２
５
１
３

・
前
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
62
・
２
０
３
２

・
だ
い
内
科
医
院
☎
69
・
３
５
５
５

・
御
影
診
療
所
☎
63
・
２
３
２
０

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
67
・
７
３
２
０

　

　

る
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　

町
民
生
活
課
保
険
係

　

☎
62
・
１
１
５
１

　
８
月
か
ら
使
用
で
き
る
資
格
確
認
書

を
７
月
下
旬
に
各
被
保
険
者
宛
に
郵
送

し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
ま
た
は

資
格
確
認
書
と
交
換
し
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

町
民
生
活
課
保
険
係

　

☎
62
・
１
１
５
１

　

令
和
7
年
度
よ
り
高
齢
者
帯
状
疱
疹

予
防
接
種
が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
、

対
象
者
に
は
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費

負
担
で
実
施
し
ま
す
。

●
対
象

①
接
種
年
度
内
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

　

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０

　

０
歳
を
迎
え
る
人
（
個
別
通
知
あ
り
）

②
接
種
年
度
内
に
１
０
１
歳
以
上
の
人

　
（
個
別
通
知
あ
り
）

③
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

問

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
資
格
確
認

　
書
を
送
付
し
ま
す

　
「
ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
制
度
」　

　
の
拡
大
実
施
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
等
を

　
送
付
し
ま
す

ホームページ

問

※
オ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
場
合
は
、
別

　

途
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

●
定
員　
40
名
程
度

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
67
・
７
３
２
０

　

が
ん
疾
患
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
を

北
斗
病
院
で
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の

上
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
対
象　
40
歳
以
上
の
町
民

●
日
時　

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
の
予
約
日

●
健
診
項
目

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
検
査
、
骨
盤
部
Ｍ
Ｒ

　

Ｉ
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
等

●
会
場　

　

北
斗
病
院

　
（
帯
広
市
稲
田
町
基
線
７
番
地
５
）

●
料
金　

・
清
水
町
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
加
入
者

　

６
１
，０
６
２
円

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
疾
患
等
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク
を
帯

広
厚
生
病
院
で
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
・
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
農
協
組
合
員
は
直
接
農
協
に
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
対
象

・
30
歳
以
上
の
町
民（
40
～
74
歳
の
社

　

会
保
険
加
入
者
を
除
く
）

●
日
時　

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
の
月
曜
日

　
か
ら
金
曜
日

●
健
診
項
目

　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電
図
、
胃

　

バ
リ
ウ
ム
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、

　

便
潜
血
検
査
、
腹
部
超
音
波
検
査
等

※
オ
プ
シ
ョ
ン

　

前
立
腺
が
ん
検
診
、　

子
宮
が
ん
検

　
診(

頸
部
・
体
部)

、 　
乳
が
ん
検
診
、

　

脳
ド
ッ
ク
、
肺
ド
ッ
ク

●
会
場　

　

帯
広
厚
生
病
院

　
（
帯
広
市
西
14
条
南
10
丁
目
1
番
地
）

●
料
金　

　

２
１
，０
４
０
円

※
脳
ド
ッ
ク
を
併
用
す
る
場
合
は
料
金

　

が
変
動
し
ま
す
。

・
社
会
保
険
加
入
者

　

６
８
，７
０
０
円

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
67
・
７
３
２
０

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実
施
し

ま
す
。
医
療
に
必
要
な
血
液
の
確
保
は

一
人
ひ
と
り
の
献
血
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
会
員
限
定
で
献

血
の
ｗ
ｅ
ｂ
予
約
が
で
き
ま
す
。
詳
細

は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

下
表
の
と
お
り

●
対
象　

　

16
歳
～
69
歳
（
65
歳
～
69
歳
の
人
は

60
歳
～
64
歳
ま
で
に
献
血
の
経
験
が
あ

る
人
）

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
67
・
７
３
２
０

問

献
血
の
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

問

問

が
ん
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

献血の日程
月 日 時 間 場 所

７月15日 ( 火 )
９：30～11：00 JA 十勝清水町本所前

12：45～16：00 保健福祉センター前

７月16日 ( 水 )

９：30～10：15 ハーモニープラザ

10：45～11：45 ホクレン清水製糖工場

13：45～15：15 清水旭山学園

16：00～16：30 JA 十勝清水町御影支所前

ホームページ

ホームページ
問

ホームページ
問
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人 口 ８，６８６ 人（ − ９ ）

　　男 ４，３４２ 人（ ＋ ５ ）

　　女 ４，３４４ 人（ − 14 ）

世 帯 ４，６７２ 戸（ ± ０ ）

2025年５月末現在 / Population

※ (　) 内は前月比

H E L L O
BABY ♥

ママFromFrom

大久保 咲
さ く

玖ちゃん

DearDear

遊ぶことが大好きで、も
うすぐ１歳になります。
最近は、つたい歩きや
バイバイなど、できるこ
とも増えてきました。明
るく元気に、笑顔ですく
すく育ってほしいです。 『HELLO BABY♥』では、６カ月から２歳くらいの赤

ちゃんを募集しています。掲載を希望される人は企画
課広報広聴係 ( ☎ 62・2114 )までご連絡いただくか、
げんきひろばでお声がけください。

黑田さん …… 普通科の高校では取れない資格
がとれるので、そこが清水高校の良いところだ
と思います。僕は、ガス溶接技能講習とアーク
溶接特別安全講習の資格を取りました。
　将来の夢は、自衛官になることです。中学生
の頃からの夢で、人助けをしたいのと、部活動
で鍛えた身体を生かせるかなと思っています。
部活は野球部で、今は６月にある最後の大会へ
向けて頑張っています。僕たちが外を走ってい
るときに、町の人たちが「がんばれよ！ 応援し
ているよ！」と声をかけてくれるところが、清
水町の好きなところです。

大井さん …… 科学技術系列技術分野では、野
菜や花などを育てる授業があって、僕は将来、
栽培に関わる職に就きたいので、楽しく学んで
います。授業で将来に役立つ内容を学べるとこ
ろが、清水高校の魅力だと感じます。最近は、
卒業後のために、どういう風に野菜を栽培した
ら成功するのかを個人的にも勉強中です。
　授業では、こども園の子どもたちと一緒に
ジャガイモやサツマイモを植える機会もあっ
て、いつも子どもたちから元気をもらっていま
す。秋になったら、サツマイモを一緒に収穫す
る予定なので、今から楽しみです。

大井 聖
せ い や

也さん
清水高校３年生
科学技術系列技術分野

黑田 志
し お ん

穏さん
清水高校３年生
科学技術系列技術分野

清水をみらいにつなぐ　vol.21
Connect  to  the  Future  of  SHIMIZU

将来に役立つ
内容を学べる
ところが魅力
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